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弁明書提出などに関する連絡（通知）

公益財団法人○○協会（　　年　　月　日付）から当協会に対し、					との報告がありました（報告の内容は添付の資料のとおり）。
これにより○○スポーツ少年団は、日本スポーツ少年団登録者処分基準第２項に基づき、貴殿の行動が公益財団法人日本スポーツ協会倫理規程第４条第１項に該当するか否かについて審理することとなりました。
つきましては、下記のとおり貴殿に弁明の機会を設けますのでご連絡いたします。
なお、公平性確保の観点から、貴殿から提出された弁明書については、公益財団法人○○協会に対し開示し、弁明書に反論する機会を設けます。
貴殿が開示を希望しない場合は、非開示希望部分を特定して、その理由を弁明書とは別にご提出ください。非開示希望部分を特定する理由書の提出がない場合は、開示について異議がないという取り扱いをいたしますのでご了承ください。
本会倫理規程及びスポーツ少年団登録者処分基準を同封いたしますのでご確認ください。

記

1. 貴殿の意見を記載した弁明書及び証拠資料を　　　年　　月　　日（　）までに書面をもって提出することができます。弁明書及び証拠資料の提出は貴殿の権利ですが、義務ではありません。
また、本件に関して、不服を申し立てるなどの争議を行っている、または行う意思がある場合は、その旨を弁明書に記載ください。
· 書面の提出は期限までに電子メールにより送信し、その後書面で提出することができます。

2. 貴殿が口頭での弁明を希望される場合には、その旨を上記弁明書において記載するようお願いします。

3. 貴殿はスポーツ少年団登録者であることと併せ、○○協会と日本スポーツ協会が共同認定している公認スポーツ指導者でもあります。処分基準は、スポーツ少年団登録者に対する基準と公認スポーツ指導者に対する基準の２種類存在しています。そのため、それぞれの立場に合わせて弁明の機会の提供をおこなうことになります。本通知はスポーツ少年団登録者としての立場に立った弁明の機会提供であり、公認スポーツ指導者としての立場に立った弁明の機会提供は同封文書にておこないます。

4. 上記３のとおり、弁明の機会の提供は２種類の文書によりおこなっていますが、弁明書をご提出いただく場合は、１通のみの作成で構いません。

5. 同封資料
· ○○協会から提出された資料
· 公益財団法人日本スポーツ協会倫理規程
· スポーツ少年団登録規程
· スポーツ少年団登録者処分基準


· 本件に関する問い合わせ先
公益財団法人○○協会
○○部　○○課　
担当：		 
E-mail：		
電話：		
FAX：			
